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開
か
れ
た
大
学

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部

小
泉
文
夫
記
念
資
料
室

音
楽
資
料
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
（
英
語
名K

o
izu
m
i

F
um
io
M
em
o
rial
A
rchives

）
は
音
楽
学
部
の

二
号
館
一
階
の
一
室
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
主
と
し
て
音
楽
民
族
学
関
連
の
研
究
資
料
が
多

数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
、
故
小
泉
文

夫
音
楽
学
部
教
授
の
手
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
ま
し

た
。
著
名
な
音
楽
民
族
学
者
で
あ
っ
た
小
泉
教
授

は
昭
和
五
十
八
年
の
夏
急
逝
さ
れ
ま
し
た
が
、
遺

族
の
三
枝
子
夫
人
は
亡
夫
の
蒐
集
に
な
る
音
楽
資

料
を
、
す
べ
て
若
い
人
た
ち
の
研
究
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
音
楽
学
部
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
研
究
資
料
群
を
、
音
楽
学
部
教
授

会
は
学
部
内
の
研
究
施
設
「
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
構
成
す
る
一
資
料
室
に
位
置
づ
け
、
昭
和
六
十

年
六
月
六
日
に
「
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
」
は
正

式
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
小
泉
文
夫
記
念

資
料
室
の
発
端
で
す
。
百
平
米
た
ら
ず
の
敷
地
に

は
、
約
七
百
点
の
楽
器
、
三
千
四
百
余
枚
の
Ｌ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
、
千
六
百
六
十
二
本
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー

ル
・
テ
ー
プ
を
含
め
た
録
音
資
料
、
五
四
○
○
余

冊
の
書
籍
と
楽
譜
、
お
よ
び
数
千
点
の
写
真
資
料

が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
ま
す
。
狭
い
ス
ペ
ー
ス
な
が

ら
も
こ
こ
で
私
た
ち
は
研
究
を
始
め
、
昭
和
六
十

〜
六
十
二
年
度
に
は
文
部
省
の
特
定
研
究
費
で
全

資
料
の
整
理
保
存
の
研
究
を
行
な
い
、『
東
京
藝
術

大
学
音
楽
学
部
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
所
蔵
楽
器

目
録
』（
一
九
八
七
年
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。

大
学
者
の
遺
品
を
大
切
に
整
理
保
管
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
た
し
か
に
大
切
で
す
が
、
私
は
こ
れ

を
単
に
一
個
人
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
小
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
資
料
室
に
と
ど
め
お
か
ず
、
む
し
ろ
、
世
界

の
音
楽
資
料
の
蒐
集
や
情
報
交
換
の
研
究
拠
点
と

し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
音
楽
文
化
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

縦
横
に
駆
使
し
て
広
義
の
音
楽
民
族
学
研
究
を
す

す
め
る
た
め
、
学
内
に
先
駆
け
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
導
入
し
た
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
構

築
を
企
て
た
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
所
蔵
資
料
が
学

内
外
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
る
道
で
あ
り
、
ま
た

故
小
泉
教
授
の
遺
志
で
も
あ
る
と
信
じ
る
か
ら
で

す
。長

い
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
九
〜
十
二
年
度

に
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
っ
て
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
構
築
し
、
平
成
十

年
度
か
らW

e
b

で
試
験
公
開
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
泉
教
授
が
世
界
数
十
か
国
で
蒐
集
し
た

録
音
資
料
を
対
象
と
す
る
「
世
界
音
楽
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
で
、
録
音
に
関
す
る
文
字
情
報
の
検
索
は
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も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
部
の
録
音
は
試
聴
も
可
能

で
す
し
、
故
人
の
自
筆
メ
モ
な
ど
も
画
像
フ
ァ
イ
ル

と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。
膨
大
な
録
音
資
料
の
聴
取

と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
今
な
お
進
行
中
で
す
が
、
こ

の
研
究
・
公
開
の
推
進
に
あ
た
り
、
文
部
科
学
省

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
平
成
十
三
年
度
）、
財

団
法
人
ロ
ー
ラ
ン
ド
芸
術
文
化
財
団
（
平
成
十
三

年
度
）、
松
下
視
聴
覚
教
育
研
究
財
団
（
平
成
十

四
年
度
）
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
学
内
外
か
ら
多

く
の
研
究
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
資
料
室
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
手
に
と
っ
て

試
奏
で
き
る
楽
器
展
示
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
学
外

観
覧
者
の
大
半
は
、
楽
器
を
め
ざ
し
て
来
室
さ
れ

ま
す
。
最
近
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を

利
用
し
て
来
室
す
る
中
・
高
校
生
が
増
え
、
未
知

の
楽
器
に
目
を
輝
か
せ
る
生
徒
た
ち
の
姿
も
め
だ
ち

ま
す
。
な
お
こ
れ
ら
の
所
蔵
楽
器
目
録
はW

eb

で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

学
内
外
に
公
開
さ
れ
た
研
究
機
関
と
し
て
、
当

室
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
広
が
り
を
増

す
で
し
ょ
う
。W
e
b

に
よ
る
情
報
公
開
の
さ
ら
な

る
充
実
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
世
界
音
楽
に
関
心
を

も
つ
方
々
に
、
幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
つ
げ
・
げ
ん
い
ち
／
音
楽
学
部
楽
理
科
教
授
・

小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
室
長
）

写真上段：ジャワのガムラン
下段左：インドネシアの楽器グンデル
下段右：アラブとトルコの音楽で使われるウード
右頁上段右：小泉文夫の胸像と資料室で働く研究員




